
二塁・遊撃手側、前進守備時の外側それぞれに

メリット・デメリットあり。いろいろ試してみて

風向き、打者の左右・タイプ等によって判断を
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（※）

（※） 2アウト一塁の場合、球審はステイしても良い。

（走者は打った瞬間、3B-2Sであれば投球動作開始と同時に

スタートを切るので、球審の三塁への移動が間に合わない

可能性が高いため）

この場合、一塁塁審は、内野内に移動またはリミングによって、

打者走者の一塁触塁を確認し、打者走者の一・二塁でのプレイ

に備える。

また、二塁塁審は、二・三塁間に移動して一塁走者の二塁触塁

を確認し、一塁走者の二・三塁および打者走者の三塁でのプレ

イに備える。

3/12



を基本とする。

二塁走者がいる時は、遊撃手側には立たない
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無死・1死の時は、ライン際の打球以外は三塁

塁審を動かさない（タッグアップ確認優先）。
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